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会　期　令和３年

　　　　  ７月１７日（土）

　　　　  ９月　５日（日）　　　　

　　　　　　    午前９時～午後５時

　　　　　　（入館は午後４時３０分まで）

休館日　火曜日
会　場　企画展示室
主　催　亀山市歴史博物館
協　力 亀山７座トレイル登山道活用ネットワーク

亀山市歴史博物館
   〒519-0151 三重県亀山市若山町 7-30

   電話　0595-83-3000

   ＵＲＬ　http://kameyamarekihaku.jp/
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　第一回植村直己賞を受賞し、世界的な登山家として知られた、亀山

市出身の尾崎隆さんは、いまから１０年前の平成２３年（２０１１年）

５月１２日、エベレスト登山ガイドとして登山中、頂上近くで高山病

になり５８歳で亡くなりました。

　尾崎隆さんは、登山隊の一員として世界に１４ある８千メートル級

の山の頂上をめざし、７つの山の登頂を成功させました。

　やがて登山や冒険をとても愛し自らも登山をするフランス国大使館

勤務のフランス人、フレデリックさんと結婚しました。こどもができ

てからの二人の強い思いは、すばらしい体験と感じてきた登山や冒険

の経験を家族みんなで体験するにはどうすればよいかというもので

した。

　そして、さまざまな苦難を乗り越えながら、その実行力で家族いっ

しょの登山や冒険を実現していきました。

　尾崎隆さんの登山に魅せられた原点は、お兄さんと蝶の採集で野登

山をはじめとする鈴鹿山脈の山々を登ったことでした。

　この亀博自由研究のひろばでは、尾崎隆さんの登山業績や尾崎家で

の登山、冒険のようすを、亀山市北山町の尾崎隆さんの部屋にのこさ

れていたものを中心に展示しています。

　また、尾崎隆さんの生前の登山業績をいただいて、標高約７００メー

トル前後の市内７つの山を選んだ「亀山７座トレイル」のことや、山

が描かれている江戸時代の絵図もあわせて展示しています。

　どうぞお楽しみください。
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